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１．はじめに 

 近年，廃タイヤの不法投棄などが問題と

なっており，使途不明となっている廃タイ

ヤのリサイクル先の確保が重要となってい

る．この廃タイヤを利用した舗装技術に，

アスファルトラバー(AR)がある．これは，

タイヤを粉末状のゴム粉にし，ストレート

アスファルトと混合し，熟成させたもので

ある．また，廃タイヤを使用した他の舗装

技術に，大林道路 (株)が開発したルビット

舗装がある．これは，特殊な配合の混合物

であり，骨材の一部にゴムチップを混入す

ることでゴムの弾力性により凍結抑制効果

を得るものである．  
本研究では，ルビット舗装(ルビット混合

物)を再現し，バインダに AR を使用したル

ビット混合物(以下：AR ルビット混合物)の
配合を決定した．そして，決定した配合に

おいて物性試験を行い，混合物性状を評価

することで，ルビット舗装への AR の適用

性を検討した．また，一般にゴムとアスフ

ァルトは接着性が悪いとされており，その

問題点を改善するために，表面加工を施し

たゴムチップの適用性についても検討した．

表面加工を施したゴムチップの構造を図－

1.1 に示す． 
 
 
 
 
 

図－1.1 表面加工を施したゴムチップ 

２．使用材料 

本研究で使用した骨材は，6 号砕石，7 号

砕石，粗砂，細砂，石粉，ゴムチップであ

る．ゴムチップについては，廃タイヤを粒

径 5mm に破砕したものと，その表面にウ

レタン樹脂を塗布し，石粉を付着させて加

工したもの使用した． 
バインダは，ルビット混合物においては

改質Ⅱ型アスファルト，AR ルビット混合

物ではストレートアスファルト 60/80に粒

径 0.4mm のゴム粉を 12.5％混入した AR
バインダを使用した．また、作製した AR
バインダの動粘度を測定するため，

BROOKFIELD 製の回転粘度試験機によ

って 4 時間後の動粘度を測定した．その結

果，AR バインダの動粘度は 1275（Pa・s）
であった．これは，日本 AR 研究会の報告

とも一致した結果となっている． 
 
３．配合設計方法 

 ルビット混合物の配合設計法は，アスフ

ァルト量などの各種基準値はあるが，通常

のアスファルト混合物のような明確な配合

設計法が定められていないのが現状である．

よって，本研究では，目標空隙率を 2～4%
と設定し，それを満たす配合を設計配合と

した．また，ルビット混合物と AR ルビッ

ト混合物の両者において，今後，各種物性

試験を行うことから，本研究では，両者の

空隙率およびアスファルト量が近いアスフ

ァルト量を最適アスファルト量とした．配

合設計の手順を図－3.1 に示す． 
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５．混合物の空隙率に関して 

 表面加工を施したゴムチップは，通常の

ゴムチップより比重が重くなるために，混

合物を作製したときの空隙率が低下する．

本研究では，通常のゴムチップを使用した

混合物と同等の空隙率を得るため，マーシ

ャルランマの突き固め回数を変化させて供

試体を作製した．結果を図－5.1 に示す．

図－5.1 より，ルビット混合物および AR ル

ビット混合物の最適アスファルト量におけ

る空隙率である 3.7%に最も近い値を示す突

き固め回数は 40 回であった．よって，本研

究での表面加工を施したゴムチップを使用

した AR ルビット混合物の突き固め回数を

40 回と決定した． 
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図－5.1 突き固め回数と空隙率の関係

図－4.3  a,b 

ルビットの配合試験結果 
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AR ルビットの配合試験結果 

図－6.1 供試体の安定度・フロー値 

図－6.2 供試体の残留安定度 
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６．混合物性状の評価 

4 章で決定した配合より，ルビット混合

物，AR ルビット混合物および表面加工を施

したゴムチップを使用した AR ルビット混

合物(以下：加工あり AR ルビット混合物)
において，安定性を評価するためにマーシ

ャル安定度試験，耐水安定性を評価するた

めに水浸マーシャル安定度試験を行った．

結果を図－6.1，図－6.2 に示す． 
 図－6.1 より，AR ルビット混合物および

加工あり AR ルビット混合物において，安

定度はルビット混合物より低下したことが

わかる．しかし，安定度の基準値である

4.9kN より高い値を示しており安定性は十

分であるといえる．また，フロー値につい

てはルビット混合物より小さい値を示した． 
このことから，AR ルビット混合物および加

工あり AR ルビット混合物はルビット混合

物に比べ流動しにくいということがわかる． 
 また，図－6.2 より，いずれの混合物も

一般的なアスファルト混合物の残留安定度

の基準値である 75％以上を満たす高い残

留安定度を有しており，耐水安定性は十分

であることがわかる． 
 
７．まとめ 

 本研究でのルビット混合物および AR ル

ビット混合物の最適アスファルト量は，目

標空隙率を満たし，両者のマーシャル供試

体の空隙率およびアスファルト量がともに

近い値となるアスファルト量とした．密度

試験およびマーシャル安定度試験によって

得られたアスファルト量と空隙率および安

定度の関係を評価した結果，本研究での最

適アスファルト量は 6.7%とした． 
 また，決定した配合より，ルビット混合

物，AR ルビット混合物および加工あり AR

ルビット混合物において，マーシャル安定

度試験および水浸マーシャル安定度試験を

行った．その結果，安定性および耐水安定

性は基準値を上回っており，ともに十分な

値である． 
 
８．今後の課題 

 ルビット舗装への AR の適用性および表

面加工を施したゴムチップの適用性を検討

するには，マーシャル安定度試験および水

浸マーシャル安定度試験だけでは不十分で

あると考えられる．よって，今後は他の物

性試験を行い，混合物性状を評価する必要

がある． 
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